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元気な森づくり県民会議だより

定期総会
令和 年度とちぎの元気な森づくり県民会議定期総会を次のとおり開催しました。

１ 日時 令和 年 月 日（火） 時 分～ 時 分
２ 場所 栃木県公館大会議室
３ 結果

以下の議案について、構成員の賛成多数により承認されました。
①令和６ 年度活動報告並びに収支決算報告について
②令和７ 年度活動計画（案）並びに収支予算（案）について

◇会 長：須賀 英之 宇都宮共和大学学長
◇副会長：東泉 清寿 栃木県木材業協同組合連合会理事長
◇副会長：佐藤 和之 栃木県森林組合連合会代表理事会長
◇副会長：大栗 英行 公社 とちぎ環境・みどり推進機構理事長
◇監 事：揚石 哲司 栃木県 連合会会長

佐藤 栄一 栃木県市長会会長
※総会開催時点の役員

☆県民会議の活動☆
県民会議は、元気な森づくりの日（ 月 日）を中心に、とちぎの元気な森づくり憲章に基づき、
「森に親しむ活動」「木に親しむ活動」「森を知る活動」を展開します！

構成員は、森林の公益的機能の普及啓発や県産木製品の利用の呼びかけを行うなどにより、「県民
協働の森づくり活動」を推進していきます！

企画員会議

県民会議では、各団体から推薦いただいた企画員の方々に、活動内容等を検討していただいています。
令和７ 年度の企画員会議を次のとおり開催しました。

１ 日時 令和７ 年９月 日（火） 時 分～ 時 分
２ 場所 栃木県庁北別館会議室
３ 結果

以下の内容について企画員の皆様から様々な御意見をいただきました。
①令和７年度「とちぎの元気な森づくり県民税」の普及啓発について
②とちぎの元気な森づくりポータルサイト 仮称 について

③木工工作コンクールの開催について

• イベント等で普及啓発を行う際に、出展ブースに目を引くもの
があると効果的だと思う。

• 県民税の認知度を上げるために、県民が興味を持って答えたく
なるようなアンケートのやり方や内容を工夫すると良いと思う。

• 普及啓発物品として配布する景品によっても、イベントの集客
力が変わってくると思う。

～いただいた主な御意見～

いただいた御意見を踏まえ、森に親しむ活動の内容を決定しました！

○役員
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森に親しむ活動

若年層や子育て世代の関心を引き、県民税の認知度向上につなげるため、イベント出展時に木製
ガチャを活用したアンケートを実施しました。
アンケートに御協力いただいた方には、木製ガチャを回していただき、木製グッズを配布したと

ころ、大勢の方に県民税 ブースへ御来場いただきました！
アンケートは、展示パネルとリンクさせたクイズ形式とし、県民税への理解促進を図りました。

１ 日 時：令和 年 月 日（日） 時 分～
２ 場 所：鹿沼市花木センター（もくもくまつり ）
３ 参加方法：展示パネルで県民税の取組を知っていただき、

クイズ形式のアンケートに回答

とちぎの元気な森づくり県民会議の構成員がそれぞれ公開している で元気な森づくり
の に御協力いただきました。
また、 月 日「元気な森づくりの日」の前後には県庁舎で懸垂幕を掲示し、 を行

いました。

【木製ガチャ】

【景品 ～県産材の木製グッズ～】

（木製マグクリップ） （木製コースター）

バナー広告 掲載による普及啓発
（栃木県生活協同組合連合会）

【県民税 ブース御来場者様の声】

• 木製ガチャがめずらしくて、何度も回したくなった。

• 木製だと温かみがあると思う。 など

【アンケートの結果】

• 参加者全員から、県民税の取組が「よく分かった」も
しくは「分かった」と回答いただきました！

• あわせて、９割超の方から県民税が「今後も必要」と
回答いただきました！

栃木県庁舎南館における懸垂幕掲示
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木に親しむ活動

～第 回子どもたちの木工工作コンクールの審査結果について ～

子どもたちが木の良さを体で感じ、森づくりの大切さを理解することを目的と
して、第 回子どもたちの木工工作コンクールを開催しました。
応募作品 点の中から６点の作品が金賞受賞となりましたので御紹介します。

金賞（最優秀賞）：栃木県知事賞

小学校低学年の部
「草原のぞう」

小学校低学年の部
「命の樹～ぼくの原点さがし～」

小学校高学年の部
「気球に乗って大冒険」

中学校の部
「アロワナ」

中学校の部
「魔法の杖」

金賞：栃木県教育委員会 教育長賞

那須塩原市立大山小学校
４年 佐川 諧生さん

那須塩原市立稲村小学校
５年 渡部 亮さん

宇都宮海星学園 星の杜中学校
１年 鈴木 凜さん

那須塩原市立大山小学校
４年 山形 美遥さん

小学校高学年の部
「世界陸上 がんばれ 北口はるか選手」

那須塩原市立大山小学校
５年 木倉 美岬さん

那須塩原市立高林中学校
２年 磯 冬耶さん

月井 颯さん
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とちぎの元気な森づくり県民税事業についてＰＲしました！

特集①

令和７ 年 月 日（日）に、鹿沼市花木センターにおいて、とちぎ木材フェ
スティバル実行委員会主催による「もくもくまつり 」が開催されました。
当県民会議も出展し、とちぎの元気な森づくり県民税リーフレットの配布や、県民税に

関するアンケートを実施し、木づかいの大切さや森づくりの必要性をＰＲしました。
また、木工教室や木製品の販売だけでなく、模擬上棟式や高性能林業機械試乗体験など、

普段体験できないイベントもあり、多くの来場者でにぎわいました。

県民税ＰＲブース

県林業木材産業課ブース

「木育」をテーマにしたクイズラリー
とオーナメント作りを実施

模擬上棟式

木工教室

大人も子どもも
夢中で拾っていました。

高性能林業機械試乗体験

アンケートに御協力いただいた皆様
ありがとうございました！

5



森づくり活動の紹介

１ とちぎ里山塾 （ 月～ 月）

里山林を活用することは、森林資源の循環利用や生物多様性の保全につながり、持続可能な社
会の実現に貢献します。
とちぎ里山塾では、里山林整備の森づくり活動で活躍する人材を育成するため、整備に必要な

知識・技術に関する講座、体験などの研修を実施しています。
研修は全６回で、今年度は、里山の特性や里山林の管理・利用を学ぶ講座、刈払機やチェーン

ソーの安全な使い方を習得する実習、竹林の利活用体験などを行っています。

研修第１回
里山の地域特性等に関する講座

研修第３回
チェーンソー操作体験

研修第５回

竹工作（竹あかりの作成）

２ とちぎ森づくりサポーター会員・受け入れ団体を募集しています

身近な里山林などの森林を守り育てていくために、自主的に森づくり活動に参加いただけるボ
ランティア会員（とちぎ森づくりサポーター）及び、サポーターの方々と一緒に森づくり活動を
希望する受け入れ団体（活動主催者）を募集しています。
サポーター会員に御登録いただいた方には、ボランティアを必要としている活動主催者の森づ

くり活動情報を提供するほか、活動のマッチング等を行います。

那須里山を育てる会
、１０月はコナラ・クヌ

ギ等の植栽や草刈りを実施
しました。活動後は参加者
の交流を深めました。

くまの木里山応援団
毎月第３日曜日に定例活動を
実施しています。活動内容は
下刈り、枝打ち、除伐等の見
学および危険でない作業等に
なります。

明治里山再生プロジェクト
１２、１月に子どもから大人
までが参加し落ち葉さらいを
実施しました。作業後は振り
返りをして感想などを発表し
合いました。

公益社団法人 とちぎ環境･みどり推進機構
宇都宮市竹林町 河内庁舎別館 階 ：

特集②

木ねずみ倶楽部日光
１２月に活動エリアに外部
講師をお迎えし、竹チッ
パーの使い方の講習を行い
ました。
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～ 第 ８回きのこ料理コンクールの審査結果について ～

新しいきのこ料理の創作と県産きのこの消費拡大を目的として、きのこ料理コンクールが開催
され、ジュニアの部に 点、一般の部に 点、合計 点の応募がありました。
書類審査により各部から８名ずつ選ばれた 名が、令和７ 年 月 日（水）に宇都

宮短期大学長坂キャンパスで行われた本審査で腕を振るい、厳正な審査の結果、入賞作品を決定
しました。

特集③

きのこ料理コンクール受賞者決定！

ジュニアの部

一般の部

きのこたっぷり揚げないヘルシー春巻き
～えのきのすき焼きソース添え～

佐藤 葵
宇都宮市立陽東中学校

しいたけの船
濱谷 葵更

宇都宮短期大学附属中学校

種のキノコと
種のいなりのラグー
関谷 明香里

宇都宮短期大学附属中学校

色々きのこのガレット
守山 埜乃

宇都宮市立陽東中学校

きのこの里コロッケ
今崎 愛理

宇都宮短期大学附属中学校

きのこの巾着揚げ
渡部 怜奈

宇都宮短期大学附属中学校

種のきのこのゲキうま‼チヂミ
和知 凛南子

宇都宮短期大学附属中学校

ふわとろ食感きのこハンバーグ
池田 陸菜

宇都宮短期大学附属中学校

＜最優秀賞＞ ＜優秀賞＞ ＜優良賞＞

＜奨励賞＞

ふんわりきのこづくしフリッター
きのこマヨソース添え

印南 由美
主婦

ブルスケッタ風しいたけ
福岡 桃子
県立矢板高校

種のきのこ寿司
菊池 日和

宇都宮短期大学附属高校

きのこの豆腐ハンバーグ
添田 光希
県立矢板高校

きのこ香る小籠包
小峰 千歩

宇都宮短期大学

きのこのカップケーキ
鈴木 遥斗
県立矢板高校

きのこミルフィーユ
湯田 都己

宇都宮短期大学附属高校

ナッツ香る、しいたけモンブラン
伊藤 凛花
県立矢板高校

＜最優秀賞＞ ＜優秀賞＞ ＜優良賞＞

＜奨励賞＞
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県民会議構成員からのお知らせ

栃木県林業振興協会

栃木県林業振興協会は、林業経営等の合理化及びその経済的・社会的地位の向上並びに地域林
業の振興を図ることを目的として活動しています。
林業経営等の改善や林業技術の改良、後継者の育成確保を目指し、会員の皆さまを対象に様々

な研修会も開催しています。

株式会社森林テクニクスの奥谷由行氏を講師にお招
きし、「壊れにくい森林作業道について」の研修会を
実施しました。参加した会員の皆さまからは、「基本
の見直しができた。」「具体的な注意点をわかりやす
く学べた。」などの感想をいただきました。

昨年度は、「林業技術の向上に関する研修会」や「地域林業の活性化に関する講演会」を開催しました！

女性部会（こもれびの会）でも活動をしています！

こもれびの会では、森や里山の素晴らしさ、木の文化を守り伝えることなどを目的として活動しています。
令和７ 年 月 日（日）には、もくもくまつり に出展し、森の恵みを活用した小物の販売
やワークショップを行いました。

🌼🌼会員募集中🌼🌼
栃木県林業振興協会は、県内８地区の林業振興協会からなり、会員の皆さまには、各地区に

所属していただきます。
上記で御紹介した研修会や講演会及び各地区でそれぞれ開催している研修会等に参加できたり、

月刊「林業新知識」（山林所有者向け情報誌※全国林業改良普及協会編）を御購読いただける
特典もあります。
まずは購読会員（情報誌の定期購読のみ）からでも！お気軽に御相談ください。

栃木県林業振興協会本会事務局（栃木県環境森林部林業木材産業課内）
〒 宇都宮市塙田 栃木県庁 階 ：

岐阜県立森林文化アカデミーの川尻秀樹氏を講師
にお招きし、「これからの森づくりを考える」と
いうテーマで森林業の可能性のお話や森の恵みを
生かした事例紹介をしていただきました。

ワークショップ
子どもから大人まで、
たくさんの方に御参加
いただきました！

森の恵みを活用した
小物販売！
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